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平成２８年度第３回十和田市農業委員会総会 

 

 

１．場 所    十和田市役所議会会議室 

 

 

２．開会日時    平成２８年 ６月１４日（火） 午後２時０１分 

 

 

３．閉会日時    平成２８年 ６月１４日（火） 午後３時０５分 

 

 

４．出 席 委 員（２５名） 

 

１番  箕 輪 展 忠 君    ２番  沢 目 喜代人 君 

４番  竹 浦 寿 広 君    ５番  竹ケ原 重 義 君 

６番  漆 畑 敏 男 君    ７番  宮 本 正 志 君 

８番  畠 山 新 市 君   １０番  赤 崎 和 夫 君 

１１番  北 上   稔 君   １２番  國 分 弘 志 君 

１３番  甲 田   稔 君   １４番  豊 川 洋 人 君 

１５番  古  成 光 君   １６番  小 川 正 孝 君 

１７番  新屋敷 より子 君   １８番  杉 山 秀 明 君 

１９番  力 石 堅太郎 君   ２０番  米 田 一 典 君 

２１番  山 崎 誠 一 君   ２２番  佐々木 君 信 君 

２３番  畑 山 喜太郎 君   ２４番  漆 坂 政 行 君 

２５番  下久保 トキ子 君   ２６番  野 崎 さち子 君 

２７番  中 野   均 君 

 

 

５．欠 席 委 員（１名） 

 

   ９番  中野渡   稔 君 

 

 

６．欠員(１名) 

 

３番 
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７．会議に付した案件 

 

報告第１１号  農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理について 

報告第１２号  農地法第３条の３第１項の規定による届出書の受理について 

報告第１３号  競売買受適格者に係る農地法第３条許可書の交付について 

報告第１４号  農地の転用事実に関する照会について 

報告第１５号  農地等の現況について（裁判所） 

報告第１６号  農用地利用配分計画の認可について 

議案第１３号  農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可について 

議案第１４号  競売買受適格者の証明について 

議案第１５号  相続税の納税猶予継続届出書に関する証明（農業経営）について 

議案第１６号  相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況の確認について 

議案第１７号  十和田市農用地利用集積計画の作成に係る要請について 

議案第１８号  十和田市農用地利用集積計画の決定について 

議案第１９号  農地法第４条第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について 

議案第２０号  農地法第５条第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について 

   議案第２１号  平成２７年度の活動に対する点検・評価及び平成２８年度の目標と 

その達成に向けた活動計画について 

 

８．会議録署名委員 

 

２６番  野 崎 さち子 君    １番  箕 輪 展 忠 君 

 

９．会議事件の説明及び職務のため出席した職員 

 

   事 務 局 長  野 田 健 治    事 務 局 次 長  市 澤 新 吾 

   事務局振興係長  力 石 浩 暢    事務局農地係長  越 田   守 

   事務局主任主査  野 月 明 久    事務局主任主査  山 﨑 和 也 

   事 務 局 主 査  中 村 俊 文    事 務 局 主 事  江 渡 俊 裕 

 

１０．書  記 

 

   事務局主任主査  山 﨑 和 也 
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開会 午後２時０１分 

 

議  長（中野均君）本日の欠席通告者は９番 中野渡 稔 委員です。出席委員は定足

数に達しておりますので、総会は成立いたしました。只今より、平成２８年６月

６日告示招集いたしました平成２８年度第３回十和田市農業委員会総会を開会い

たします。 

 

議  長（中野均君）これより本日の会議を開きます。はじめに、議事録署名委員の指名

を行います。お諮りいたします。議事録署名委員は議長において指名することに

ご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認め、議長より指名いたします。 

２６番 野崎 さち子 委員、１番 箕輪 展忠 委員を指名いたします。 

 

議  長（中野均君）会議書記には山﨑和也君を、参与には事務局長以下各職員を任命い

たします。 

 

議  長（中野均君）次に、会期の決定を行います。お諮りいたします。 

総会の会期は本日１日限りとしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認め、総会の会期は本日１日限りと決定いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に報告第１１号について事務局から報告いたします。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、１ページをお願いいたします。報告第１１号、農地

法第１８条第６項の規定による通知書の受理について。農地法施行規則第６８

条第１項の規定により、別紙のとおり合意による解約等に係る通知書を受理し

たので報告する件でございます。２ページをお願いいたします。今回は１件で、

合意解約によるものでございます。２５番につきましては今後貸借を予定して

いるとのことでございます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第１１号を報告済みといたします。 
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議  長（中野均君）次に報告第１２号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）３ページをお願いいたします。報告第１２号、農地法第３条の

３第１項の規定による届出書の受理について。農地法施行規則第２１条の規定

により、別紙のとおり相続等による権利取得の届出書を受理したので報告する

件でございます。４ページになります。今回は５件で、全て相続による取得で

す。あっせん等の希望はありません。１７番は自ら耕作するものです。１８番

は農地の一部に居宅等の建物が建っているため現況が宅地となっている部分が

ございますが、それ以外につきましては自ら耕作するものです。なお宅地とな

っている部分につきましては分筆を促すとともに地目変更登記を指導してまい

ります。１９番から２１番は自ら耕作するものです。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第１２号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第１３号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）５ページでございます。報告第１３号、競売買受適格者に係る

農地法第３条許可書の交付について。最高価買受申出人等となった競売買受適

格者からの農地法第３条第１項の規定に基づく許可申請について、別紙のとお

り許可書を交付したので報告する件でございます。６ページをお願いいたしま

す。今回は農地法第３条の許可書１件の交付がございます。青森地方裁判所八

戸支部における競売に係るもので、許可につきましては平成２８年４月１５日

開催の平成２８年度第１回総会議案第２号で承認を得ております。３０番につ

いての許可書の交付につきましては、５月２７日に行っております。以上でご

ざいます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第１３号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第１４号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）７ページをお願いいたします。報告第１４号、農地の転用事実に
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関する照会について。青森地方法務局十和田支局から別紙土地の現況について照

会があったので、現地調査等の結果に基づき別紙のとおり回答したので報告する

件でございます。８ページをお願いいたします。今回の照会件数は４件で、現地

調査は６月６日に実施し、法務局への回答は６月８日に行っております。６番は

吾郷集落から赤沼方面に向かう県道中渡十和田線沿いにある十和田おいらせ農協

の赤沼カントリーエレベーター行きの坂を下る手前、赤沼集落に向かう道路の分

岐する西側部分の三角形の細長い土地になります。現地は県道に買収の際に分筆

した残地で、３０年以上前から耕作されておらず、現況は雑木等が繁茂して原野

化しているため非農地と回答したものです。７番は大沢田集落から東北町方面に

向かう道路が北野集落からの農免道路と交差する所にある、芋久保集落の佐川酒

店から北に５０メートル程進んだ道路の西側です。ここに築４０年以上経過した

住宅と築２０年以上経過した農作業小屋が建てられていることから非農地と回答

しております。８番は八斗沢集落の集会所の南側道路を清水集落方面に道なりに

６３０メートル程進んだ所の道路の南側の場所です。減反政策が始まった頃に木

を植栽し、林地として転作面積にカウントしてきた農地でございますが、現況は

３０年以上経過している山林となっており、荒廃農地として認定していることか

ら非農地と回答したものです。９番は主要地方道三沢十和田線の東小学校グラウ

ンドから西に約１００メートルの所にある食事処味喜から北に約４００メートル

進み、そこから西に約５０メートル進んだ道路の南側です。ひがしの公園の西側

になります。昭和４６年８月１９日に貸家建築のため、５条転用許可を受けた場

所ですが、平成２１年１１月２０日開催の第８回農地部会で、青森地方裁判所八

戸支部からの農地の現況に関する照会に対し非農地で回答しており、その後競売

に付され隣地の所有者が取得したものです。既に非農地として回答しており、ま

た現地も車庫が建てられていることから、今回あらためて非農地と回答しており

ます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第１４号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第１５号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）９ページをお願いいたします。報告第１５号、農地等の現況に

ついて。裁判所でございます。青森地方裁判所八戸支部から別紙土地の現況に

ついて照会があったので、現地調査等の結果に基づき別紙のとおり回答したの

で報告する件でございます。１０ページをお願いいたします。今回の照会件数

は１件です。現地調査は６月６日に実施し、裁判所への回答は６月１０日に行

っております。１番の場所ですが、沢田の三日市集落から旧沢田温泉に向かい、
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温泉施設から道路を挟んだ北側になります。現在は未耕作状態ですが、耕起に

より耕作可能であり、昨年水稲を植えていたことから農地と回答しております。

以上でございます。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第１５号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）次に報告第１６号について事務局から報告をいたします。 

 

事務局長（野田健治君）１１ページをお願いいたします。報告第１６号、農用地利用配

分計画の認可について。農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第５項

の規定に基づき、農用地利用配分計画の認可について、別紙のとおり青森県知

事から通知があったので報告する件でございます。１２ページをお願いいたし

ます。今回の報告案件は今年２月２３日開催の平成２７年度第１１回総会議案

第５６号及び３月２３日開催の第１２回総会議案第６３号で農用地利用集積計

画の決定の承認ををいただいたものについて、５月３０日付で県知事から配分

計画の認可があったものです。賃借権が３件で、１０筆、２７，２６９平米に

なります。３番についてですが、１３ページの３番と併せて第１１回総会議案

第５６号で承認されたものです。４番と５番は第１２回総会議案第６３号で承

認されたものです。３番と４番の利用権の設定期間は平成２８年５月３０日か

ら１０年間、５番は５年間貸付けする配分計画となっております。１３ページ

でございます。使用貸借による権利が１件、３筆、８，００５平米です。３番

につきましては利用権の設定期間が１０年となっております。以上でございま

す。 

 

議  長（中野均君）報告について、意見ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。よって報告第１６号を報告済みといたします。 

 

議  長（中野均君）ここからは議案に入ります。今月担当した農用地利用調査班は第４

班で、調査員は漆畑班長、沢目委員、佐々木委員の３名です。６月６日に現地調

査及び市役所新館４階会議室での聴取調査を行っております。 

 

議  長（中野均君）次に議案第１３号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 
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事務局長（野田健治君）それでは、１４ページをお願いいたします。議案第１３号、農

地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可について。農地法施行令第

１条の規定により、別紙のとおり許可申請書の提出があったので審議を求める

件でございます。 

 

議  長（中野均君）許可申請に係る現地調査と聴取調査の結果について報告願います。

６番 漆畑 敏男 委員、お願いします。 

 

報告委員（漆畑敏男君）それでは、第３条の許可に関する報告をいたします。今回の３条

申請１１件のうち、所有権移転は６件、賃貸借等は５件です。所有権移転の６件

のうち、申請番号３１番から３３番は売買で、いずれも相手方要望によるもので

す。申請番号３４番から３６番は贈与です。３４番は同一世帯の子から親への贈

与、３５番と３６番は同一世帯の親から子への贈与です。次に賃借権及び使用貸

借による権利についてですが、今回５件のうち、賃借権設定は３件です。３４番

と３５番は労力不足、３６番は相手方要望によるものです。使用貸借による権利

２件はいずれも労力不足によるものです。以上について、現地確認と写真での確

認の結果、申請地はすべて農地として管理されており、また、申請書は適当と認

められますので、委員の皆様の審議をお願い申し上げ、報告といたします。 

 

議  長（中野均君）漆畑委員、ご苦労様でした。事務局から提出議案の内容を説明いた

します。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、調査員報告の内容について補足的にご説明をいたしま

す。１５ページと１６ページの所有権移転の６件のうち、売買に係るものが３件、

贈与に係るものが３件となっております。１５ページです。３１番でございます

が、このあと３５ページの議案第２０号、申請番号１９番の５条申請による宅地

分譲に供する農地を分筆して、転用に供さない農地の部分について所有権移転を

するものでございます。１７ページをお願いいたします。３６番の賃貸借による

借人ですが、この方は平成２８年４月１５日開催の第１回総会議案第１号で新規

就農が承認された方で、今回の申請で規模拡大をしていくということでございま

す。所有権移転の３１番から３６番まで及び貸借の３４番から３８番までの農地

法第３条第２項各号の判断につきましては、お手元の調査書のとおりで該当しな

いため、許可要件の全てを満たしていると考えます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

委  員（畑山喜太郎君）資料の所有権移転の３１番ですけれども、相手方要望の次の項

目が上下段とも（ｂ）となっていますが、これでいいですか。 
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事務局長（野田健治君）これは誤植でございます。上のほうが（ａ）でございます。大変

失礼しました。修正をお願いいたします。 

 

議  長（中野均君）よろしいでしょうか。 

 

委  員（宮本正志君）はい。 

 

議  長（中野均君）はい、７番宮本委員。 

 

委  員（宮本正志君）確認でございます。３４番。親から子への贈与が一般的ですが、

子から親と聞こえました。間違いありませんか。 

 

事務局長（野田健治君）はい、間違いございません。３４番の譲渡人でございますが、今

回の土地は母親から平成１２年に相続を受けている土地でございます。母親とい

うことは譲受人の奥さんになるわけでございますが、この度子から親に、その事

情は分かりませんけれども、贈与するというような内容でございます。またこの

譲渡人の農地はまだあるわけでございますけれども、同一世帯内での権利移動と

いうことで、違法ということではございませんので、今回の所有権移転となりま

した。 

 

議  長（中野均君）よろしいでしょうか。 

 

委  員（宮本正志君）はい。 

 

議  長（中野均君）その他ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第１３号は許可することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第１４号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、１９ページをお願いいたします。議案第１４号、競売 
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買受適格者の証明について。農地法第３条の適用を受ける土地について、別紙の

とおり農地等の買受適格証明願いの提出があったので、審議を求める。なお、当

該適格者が最高価買受申出人等となり、農地法第３条第１項の規定に基づく許可

申請書を提出したときは、証明書の交付時と事情が異なる場合を除き許可するも

のとする件でございます。２０ページをお願いいたします。今回証明願いのあっ

た農地は、平成２７年９月２４日開催の平成２７年度第６回総会議案第２６号で

裁判所からの照会に対し農地回答した旨を報告したもので、平成２８年４月２１

日に競売の公告がされております。入札期間は平成２８年６月１６日から２３日、

開札は６月２９日、売却決定は７月６日となっております。 なお特別売却があ

る場合の入札期間は、６月３０日から７月１日となっております。３番と４番、

５番と６番それぞれ同一事案に対して願出人が各２人となっており、いずれも経

営拡張するものでございます。なお４番と５番については願出人は同一人でござ

います。申請番号３番から６番までの農地法第３条第２項各号の判断につきまし

ては、お手元の調査書のとおりで該当しないため、 許可要件の全てを満たして

いると考えます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）ここで、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後２時２１分 

 

( 競売の内容にかかる詳細説明 ) 

 

再開 午後２時２３分 

 

議  長（中野均君）休憩を解いて会議を再開いたします。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第１４号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第１５号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 
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事務局長（野田健治君）２１ページをお願いいたします。議案第１５号、相続税の納税猶

予継続届出書に関する証明。農業経営について。租税特別措置法第７０条の６第

１項の規定により、別紙の農地等の相続人についてその適格者であることを証明

することについての承認を求める件でございます。２２ページをお願いいたしま

す。今回証明した件数は１件でございます。納税猶予を受けている相続人は現在

も農業経営を継続しておりますので、適格者として証明するものであります。な

お農業経営について証明する期間でございますが、平成２５年６月２２日から平

成２８年６月１３日までの３年間、農業経営を継続してきたというものを証明す

るものでございます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第１５号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第１６号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）２３ページでございます。議案第１６号、相続税の納税猶予に係

る特例農地等の利用状況の確認について。十和田税務署より別紙土地の利用状況

について照会があったので、現地調査の結果に基づき別紙のとおり回答すること

の承認を求める件でございます。２４ページと２５ページをお願いいたします。

農地につきましては相続に伴う農地の細分化防止と農業後継者の確保を図る観点

から、税制上の措置として相続税の納税猶予制度及び生前一括贈与制度による贈

与税の納税猶予制度が設けられているところであります。相続税につきましては、

２０年間農業経営を継続している場合に納税が免除されることとなっております

が、今回の案件は当該対象者が平成７年８月に相続を開始してから２０年経過す

ることとなり、相続税の納税猶予を受けていた農地、いわゆる特例農地について

その利用状況を税務署に回答する件でございます。場所につきましては、全部で

５ブロックに分かれております。１番から５番でございますが、場所はスーパー

ヤマヨ北側道路を東に向かって、のづき内科小児科クリニックを過ぎた所の鈴木

釣具店のある交差点から北に約３００メートル進んだ道路の東側が１番、西側に



- 11 - 

 

２番から５番の農地があります。６番の場所ですが、十和田六戸学校給食センタ

ー敷地の西側隣地となります。７番の場所はスーパーヤマヨ北側の道路を東に１

キロメートル程進んだ所にある、青森タクシー株式会社十和田営業所の東側にな

ります。８番から１０番の場所は主要地方道三沢十和田線のレストランペリカン

から北に約３３０メートル進んだ所の道路の西側になります。２５ページでござ

いますが、１１番の場所は６番の場所を説明した際の青森タクシー株式会社十和

田営業所ですが、その西側道路から北に約１２０メートル進んだ所の突き当たり

になります。１２番と１３番の場所は大学通りを国道４号バイパス方面に進んだ

所のササキコーポレーション本社向かいの道路を南に約３００メートル進んだ道

路の東側になります。ご覧いただいている表でございますが、真ん中の下の土地

利用状況の所でございます。ここには税務署からの照会に係る様式に対応した番

号に対する利用状況を記載しております。１番から１１番につきましては当該所

有者が農業者年金受給のため、昭和６１年１月に同一世帯の子に使用貸借による

権利を設定しており、借受人である子が耕作することとなっております。現在一

部未耕作の状態はあるものの、農地として利用されてきております。１２番は平

成２７年７月２７日開催の平成２７年度第４回総会報告第１７号で法務局からの

転用事実に関する照会に対し、公衆用道路となっていたため非農地として回答し

ているものでございます。現在は自ら農地等として使用していないという状況で

ございます。１３番につきましては平成２６年８月２２日開催の平成２６年度第

６回総会議案第２０号で農地法第３条による所有権移転の許可を承認したもので

あり、譲渡により現在所有していないものであります。なお所有権移転した後に

転用しているという状況でございます。したがって、現況地目が宅地となってい

るものでございます。１２番と１３番につきましては相続税の納税猶予の特例農

地には該当しないということで非該当として判断しているものでございます。以

上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

委  員（宮本正志君）１２番と１３番ですけれども、年金とかのことを考えれば、農地

が減ったり、売ったりするのが影響してくるんですけれども、この相続税に関し

ては一部使用していない、または所有していないという表現をしていましたが、

パーセントとか期間とかの制限は無いのでしょうか。 

 

事務局長（野田健治君）宮本委員ご指摘のとおりでございまして、ここの全ての申告時の

面積を合わせると正確な面積は計算しておりませんが２町８反程あると思います。

通常、相続税の納税猶予を受ける場合は、２０パーセントを超えない範囲で例え

ば売り払うとか、転用するとかいうものに関しては認められているものでござい

ます。要はその２０パーセントのものの相続税を払うという要件で残りの農地が

猶予される。ただし２０パーセントをもし超えた場合は全額納税猶予の取消とい

う制度になっております。以上でございます。 
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議  長（中野均君）よろしいでしょうか。 

 

委  員（宮本正志君）はい。 

 

議  長（中野均君）その他ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第１６号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第１７号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）２６ページをお願いいたします。議案第１７号、十和田市農用地

利用集積計画の作成に係る要請について。農業経営基盤強化促進法第１５条第４

項の規定により、十和田市長に対して別紙のとおり農用地利用集積計画を定める

よう要請することの承認を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）農用地利用調整会議の結果について報告願います。２２番 佐々木 

君信 委員、お願いします。 

 

報告委員（佐々木君信君）それでは、十和田市農用地利用集積計画の作成に係る要請に関

する報告をいたします。６月６日午後に、漆畑委員、沢目委員、私の３名で、会

長室において農用地利用調整会議を行い、聴取調査を実施しました。あっせん件

数は所有権移転１件です。申請地は、農業振興地域内の農用地区域内農地であり、

所有権の移転を受ける者は認定農業者です。あっせん対象の農地は、所有権の移

転を受ける者の経営する農地の近くにあることから、農地の集約が図られるもの

と考えます。利用調整委員としては、申請内容及びあっせんについて適当と認め

ましたので、その旨を６月６日付で、会長あてに農用地利用調整会議の調整結果

報告として報告しております。以上のことから、委員の皆様の審議をお願い申し

上げ、報告といたします。 

 

議  長（中野均君）佐々木委員、ご苦労様です。事務局から提出議案の内容を説明いた

します。 
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事務局長（野田健治君）只今の調査員報告のとおりで説明の補足はございません。今回

申請のあった所有権移転１件につきましては、調査書のとおりで農業経営強化

促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり要請する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第１７号は要請することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第１８号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）２８ページをお願いいたします。議案第１８号、十和田市農用

地利用集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規

定に基づく農地中間管理機構に係る農用地利用集積計画の作成について、別紙

のとおり十和田市長から依頼があったので、農業委員会の意見を求める件でご

ざいます。２９ページでございます。今回は賃借権の設定が３件で、２０筆２

０，１３０平米となっております。利用権の設定を受ける者は全て農地中間管

理機構である公益社団法人あおもり農林業支援センターで、利用権設定期間は

１０年間となっております。２６番でございますが、３０ページ５番の利用権

を設定する者と同一人で、２件合わせて全ての農地を貸し付けるため５０万円、

２７番についても５０万円の経営転換協力金が交付されます。２８番は５万６

千円の耕作者集積協力金が交付されることとなっております。３０ページをお

願いいたします。使用貸借による権利が２件で５筆８,６８５平米となっており

ます。５番の利用権を設定する者は先程２９ページの２６番と同一人です。６

番の利用権を設定する者は５月開催の第２回総会議案第８号の農地中間管理事

業の賃貸借が承認された者と同一人でございまして、今回の案件を合わせて全

ての農地を農地中間管理機構に貸借することとなるため、経営転換協力金５０

万円が交付されることとなっております。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第１８号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第１９号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）３１ページをお願いいたします。議案第１９号、農地法第４条

第１項の規定に基づく農地転用許可に係る意見について。農地法第４条第２項

の規定により、別紙のとおり許可申請書の提出があったので、県知事に送付す

るための意見を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）許可申請に係る現地調査及び聴取調査の結果について報告願います。

２番 沢目 喜代人 委員、お願いいたします。 

 

報告委員（沢目喜代人君）それでは第４条の農地転用に関する報告をいたします。第４条

の農地転用は申請番号５番と６番の２件です。申請番号５番は貸家を建築するも

ので、３世帯分３棟の建設計画となっています。申請番号６番は自営業者である

申請者が業務用資材を置くために資材置場を整備するものです。農地区分につき

ましては、申請番号５番は農用地区域内にある農地以外の農地であり、いずれの

要件にも該当しない第２種農地のその他の農地に該当します。申請番号６番は農

地が広がっている場所であり第１種農地に該当しますが、集落に接続して設置さ

れるものであり、不許可の例外となります。以上、現地調査と聴取調査の結果、

申請地は農地転用の要件を満たしており、また申請内容に対して適当と認められ

ますので、委員の皆様の審議をお願い申し上げ報告といたします。 

 

議  長（中野均君）沢目委員、ご苦労様です。事務局から提出議案の内容を説明いたし

ます。 

 

事務局長（野田健治君）それでは申請案件２件についてご説明をいたします。５番の場

所でございますが、旧国道４号沿い、元町の青森銀行十和田北支店の交差点か

ら東へ約１３０メートル進み、元町郵便局東側道路を北に約６５０メートル進

んだ道路の西側です。申請地に貸家３棟を建築するものです。６番の場所は深

持の十和田おいらせ農協深持経済センターの道路を挟んだ北向かいになります。
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申請地に個人事業所の資材置場を整備するものです。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可相当

とすることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第１９号は許可相当とすること

に決定いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第２０号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）３３ページでございます。議案第２０号、農地法第５条第１項

の規定に基づく農地転用許可に係る意見について。農地法第５条第３項の規定

により、別紙のとおり許可申請書の提出があったので、県知事に送付するため

の意見を求める件でございます。 

 

議  長（中野均君）許可申請に係る現地調査及び聴取調査の結果について報告願います。

２番 沢目 喜代人 委員、お願いします。 

 

報告委員（沢目喜代人君）それでは第５条の農地転用に関する報告をいたします。第５条

の農地転用は、申請番号８番から２０番の１３件ですが、１７番から１９番は同

一事業であることから、実質の件数は１１件となります。まず申請番号８番です

が、２区画分の宅地分譲を行うものです。農地区分につきましては、都市計画法

の用途地域内であり、第３種農地に該当します。申請番号９番と１１番は貸家建

築で、９番は２８世帯分４棟の共同住宅を建築し、１１番は１０世帯分２棟の共

同住宅を建築するものです。１１番は親子間で使用貸借を行います。農地区分に

つきましては９番は用途地域内であることから第３種農地、１１番は付近に保育

園が２つあり、かつ水道管と下水道管が埋設されていることから、市街化傾向の

著しい地域内にある農地として、こちらも第３種農地に該当します。次に申請番

号１０番ですが、資材置場の整備で隣接地の一部を使用貸借契約により貸借し、

一体として利用するものです。農地区分につきましては第２種農地になりますが、

いずれも要件にも該当しない農地として、その他の農地となります。申請番号１

２番、１４番及び１６番は自己住宅の建築です。１２番の譲受人は現在青森市在

住ですが、定年退職となり出身地へ戻り自宅を建てたいというものです。１４番
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は両親と同居を解消し自己住宅を建築するもので、１６番は親子間で使用貸借し、

親の住宅の隣に自己住宅を建築するものです。農地区分は１２番は第２種農地の

その他の農地、１４番は用途地域内であることから第３種農地、１６番は第１種

農地ですが集落接続により第１種の例外に該当します。申請番号１３番は事務所

建築で、現在の事務所は借りているものであるため、農地を買受け事務所を新築

するものです。農地区分は用途地域内であり第３種農地に該当します。申請番号

１５番は車輌置場整備で、現在利用している場所が手狭になったことから、自宅

と工場に隣接した農地を車輌置場として整備するものです。農地区分は第１種農

地内ですが、集落接続により第１種の例外に該当します。申請番号１７番から１

９番は出し手が別ですが、同一事業者による３０区画の宅地分譲です。また申請

番号２０番もこれと同一の事業者であり、こちらは１２区画の宅地分譲です。農

地区分は共に用途地域内であり第３種農地に該当します。以上、現地調査と聴取

調査の結果、申請地は農地転用の要件を満たしており、また申請内容に対して適

当と認められますので、委員の皆様の審議をお願い申し上げ報告といたします。 

 

議  長（中野均君）沢目委員、ご苦労様です。事務局から提出議案の内容を説明いたし

ます。 

 

事務局長（野田健治君）それでは、申請案件についてご説明いたします。まず３４ページ

でございます。８番の場所は国道１０２号沿いにある、はし眼科の東側道路を南

へ約１３０メートル進んだ所の交差点から西へ約４０メートル進んだ道路の南側

です。農地を買受けて宅地分譲２区画を整備するものです。９番の場所はスーパ

ーヤマヨ北側の道路を東に約１キロメートル程進み、青森タクシー株式会社十和

田営業所からさらに東に約３００メートル進んだ所の道路の北側です。農地を買

受けて貸家４棟を建築するものです。１０番の場所は三本木小学校北側道路を東

へ約８５０メートル進んだ所の東部中継ポンプ場のある交差点から南に約１００

メートル進んだ道路の東側です。農地を買受けて隣接している宅地の一部と法定

外公共物のうち約３００平米を併用して資材置場を整備するものです。１１番の

場所は北園小学校東側の市道を七郷集落へ向かい、途中の福村精米所手前の交差

点から南平方面へ約３００メートル進んだ道路の北側です。親の所有する農地を

３６年間の使用貸借により借受けて貸家２棟を建築するものです。１２番の場所

は旧国道４号沿い、元町の青森銀行十和田北支店の交差点から東へ約１３０メー

トル進み、元町郵便局東側道路を北に約６５０メートル進んだ道路の西側です。

３２ページで出てまいりました申請番号５番の場所の隣接地となります。農地を

贈与により取得し自己住宅を建築するものです。１３番の場所は国道１０２号沿

いの西小学校前を西へ約２３０メートル進んだ所から北に約２００メートル進ん

だ道路の西側になります。白浜水道事務所の北側になります。農地を買受けて現

在の賃貸事務所を解消して自社事務所を建築するものです。３５ページになりま

す。１４番の場所は稲吉のゆーゆーランド南側の日の出集会所南側道路を東へ約

１５０メートル進み、そこから南へ約６０メートル進んだ道路の西側になります。
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農地を買受けて自己住宅を建築するものですが、この申請地は譲渡人が昭和４７

年に５条許可により自己住宅を建築することで取得したものですが、転用目的の

完了に至らずに今回あらためて５条による転用許可申請となったものでございま

す。１５番の場所は国道４号沿いのローソン池ノ平店の交差点から芋久保方面へ

約７７０メートル進んだ道路の南側です。自宅及び工場に隣接した農地を買受け

て車輌置場を整備するものです。１６番の場所は六日町の喜多見町共同墓地から

伝法寺羽立方面に約６３０メートル進んだ坂の下がりかけの所から西へ約３００

メートル進んだ道路の北側です。親の所有する農地を３０年間の使用貸借により

借受けて自己住宅を建築するものです。１７番から１９番は同一場所です。国道

１０２号沿いの山田衣料ストア及びサークルＫ西二番町店のある交差点から北に

約５５０メートル進んだ所にある稲生川を渡った所の新川電気南側の道路を東へ

約１００メートル進んだ道路の北側になります。譲渡人５人から農地を買受けて

宅地分譲３０区画を整備するものです。なお１９番の申請地は１５ページ３１番

に出てまいりました３条許可申請のあった農地と同一所有者で隣接地となってお

ります。２０番の場所は旧国道４号沿いの青森銀行十和田北支店から主要地方道

三沢十和田線を東へ約４５０メートル進み、十和田パイオニア第二工場の東側道

路を北へ約１５０メートル進んだ所から東へ約１００メートル進んだ道路の南側

になります。農地を買受けて宅地分譲１２区画を整備するものです。なお１７番

から１９番及び２０番の宅地分譲につきましては、３，０００平米以上の事案と

いうことで都市計画法の開発協議の手続きを進めているところで、併せて県農業

会議による常設審議委員会での審議案件となるものでございます。以上でござい

ます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

委  員（竹浦寿広君）ちょっとお聞きしたいんですけれども、１５番、１６番が第１種

農地であがっています。これについて集落接続による不許可の例外とかいう言葉

が出てきましたけれども、どういう形で第１種農地にこういう建物を建てても良

いのかお聞きしたいのですが。 

 

事務局長（野田健治君）第１種農地に関しては基本的に不許可でございます。ただし例外

と申し上げましたように集落に接続して設置する場合には、不許可の例外規定が

適用されるということでございまして、それでは集落というのはどういうものか

という話になったときには、明確な規定はございませんけれども、概ね５戸程度

というような話になっております。ということでそこが集落として成立している

という事実があれば、それに隣接した農地であれば第１種の広がりがあっても転

用が可能であるという規定でございます。以上でございます。 

 

議  長（中野均君）よろしいでしょうか。 
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委  員（竹浦寿広君）これは必ず許可がＯＫになるということではなく、県のほうで許

可を出すわけですか。 

 

事務局長（野田健治君）皆さんに審議してもらっている件につきましては、あくまでも転

用許可相当という意見でございます。ですので最終的に県知事の段階でこれが許

可相当にならない場合も稀にございますが、あくまでもこの農業委員会の総会を

経たという重みはございますので、ここでの意見というのが基本的には反映され

るものと考えます。以上です。 

 

議  長（中野均君）よろしいでしょうか。 

 

委  員（竹浦寿広君）はい。 

 

議  長（中野均君）その他ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり許可相当

とすることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第２０号は許可相当とすること

に決定いたしました。 

 

議  長（中野均君）次に議案第２１号を上程いたします。事務局から提案理由の説明を

いたします。 

 

事務局長（野田健治君）それでは３６ページでございます。議案第２１号、平成２７年度

の活動に対する点検・評価及び平成２８年度の目標とその達成に向けた活動計画

について、農林水産省経営局長通知（平成２１年１月２３日付２０経営５７９１

号）及び農林水産省経営局農地政策課長通知（平成２８年３月４日付２７経営第

２９３３号）に基づき、別紙のとおり農業委員会活動の点検・評価及び活動計画

等の決定について承認を求める件でございます。この件につきましては、３月の

総会後に全体協議会で皆様にお示ししているところでありますが、その後４月２

６日から５月２５日までの期間、市ホームページで公表しているところでござい

まして、農業者等の意見を聴いて本日の総会に提案するという旨の説明をしてお

りました。３７ページから４４ページでございますが、平成２７年度の目標及び

その達成に向けた活動の点検・評価案でございます。これに関しまして地域の農

業者等からの意見はございませんでした。事前にお示ししてある通知等の修正等
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はありませんので説明は省略させていただきます。４５ページをお願いいたしま

す。４５ページから４７ページまでは平成２８年度の目標及びその達成に向けた

活動計画案でございます。これにつきましても地域の農業者等からの意見はあり

ませんでしたが、今回新たな通知がございました。それに基づきまして様式及び

内容が変更となっておりますのでご説明をさせていただきます。まず４５ページ

ですが、ローマ数字のⅠ、農業委員会の状況についてでございます。１の農家・

農地等の概要、表が３つございますが、左から農家数、真ん中が農業者数、これ

につきましては直近である２０１５年の農林業センサスに基づく数値を記載して

おります。また一番右側の表の経営数につきましては認定農業者数や集落営農等

のいわゆる担い手となる経営体の数字を農業委員会調べとして記載しております。

その下の中段、農地面積についての表でありますが、まず耕地面積でございます。

これの根拠は下の※１～３とありますが、ここに記載のとおりであります。耕地

面積の根拠につきましては、農林水産省で示された作物統計の数字がこの数字で

ございます。２段目が経営耕地面積、これは農林業センサスで示された数字でご

ざいます。３段目の遊休農地面積につきましては当農業委員会で把握している遊

休農地の面積、そして一番下の農地台帳面積につきましても農業委員会で管理し

ている農地台帳の面積を集計したものが出ております。それぞれの合計面積は乖

離しておりますけれども、その活動計画等で用いる数字につきましてはその都度

農林水産省の記載要領に基づいて使用しているものでございます。その下の２で

ございます。農業委員会の現在の体制につきましては、記載のとおりでございま

す。４６ページをお願いいたします。ローマ数字のⅡでございますが、担い手へ

の農地の利用集積・集約化でございます。１の現状及び課題についてですけれど

も、管内の農地面積は先程４５ページの中段の表の中にあった、耕地面積１２，

４００ヘクタールをベースにして担い手への集積面積７，８７８ヘクタールとの

比較になっております。この担い手へというのが先程の経営数の認定農業者であ

るとか集落営農であるとかその担い手へ集積した面積の合計が７，８７８ヘクタ

ールとなっておりますが、これとの比較で平成２８年３月現在の集積率が６３．

５３パーセントとなっているものです。国では今後１０年間で担い手への集積率

８０パーセントを目標としているところでございますけれども、今後新たな農業

委員会制度の中でこの集積率が高まっていかないところには交付金等が反映され

ないという報告があります。このことから下の２でございますが、平成２８年度

の目標及び活動計画の中の集積面積の目標でございますが、新規集積面積を１２

４ヘクタールとして集積面積の合計８，００２ヘクタールを目標とするものでご

ざいます。それは集積率を１パーセント上昇させることを想定しております。そ

のためには農地中間管理事業や農業経営基盤強化促進事業の活用などを十分周知

しながら担い手への農地集積を進めていく必要があると考えます。下のローマ数

字のⅢでございます。新たな農業経営を営もうとする者の参入促進につきまして

は、過去３年間の新規参入の数が出ておりますが、これらは当農業委員会の総会

に諮り、承認された新規就農者の数を記載しております。これに基づいて農政部

局としての新規参入目標が３経営体となっているものでございます。４７ページ
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をお願いいたします。ローマ数字のⅣ、遊休農地に関する措置でございますが、

１の現状及び課題につきましては平成２７年度末の遊休農地面積が４０．５ヘク

タールとなっており、国で示した先程の耕地面積ですが１２，４００ヘクタール

にこの遊休農地面積を加えた面積を農地面積としてとらえる表となっております。

この遊休農地面積の割合は０．３３パーセントとなっております。２の平成２８

年度の目標案でございます。解消目標面積を４ヘクタールとしております。これ

は当農業委員会の今年度の重点目標としている数字でありますけれども、現在把

握しております遊休農地面積の１割を解消してまいりたいと考えております。た

だし解消する一方で新たな遊休農地も見つかっているということから今後発生防

止に対する取り組みも併せて行っていかなければならないと考えております。一

番最後の表でございます。ローマ数字Ⅴでございますが、違反転用への適正な対

応につきましては、日常的な利用状況調査の段階で目につく農地の不正使用につ

いては初期段階での対処や転用等による適正な対応をしていることから、現在違

反転用として把握している面積は０となっております。今後管内の農地パトロー

ル等により把握した場合は、適正な措置を講じていくこととしております。以上

でございます。 

 

議  長（中野均君）これより質疑に入ります。ありませんか。 

 

委  員（米田一典君）集積率を高めなければ交付金を減じられるというようなお話があ

りましたが、実は私が前にも言った記憶があるんですけれども、農地を相続しな

いでそのまま構わないでおいて農業がやられていない所もありますし、他所の人

にそのまま貸している所もある。なかなか権利の移動までは進んでいないという

のが多々見られるし、また改良区等の滞納の箇所にもなっています。ですから農

地法上は罰金なり様々なことが言われていますけれども、その辺の勧告といいま

すか行政指導、それは農業委員会では該当しないと思いますけれども、そういう

ふうなことをやらないとですね、改良区のほうも困りますし、たぶんこっちの農

地の集積にも問題が出てくるのかなと思います。県のほうでそれを何かの機会を

とらえて促進されるようなことをお願いできないものかなと思いましたので、意

見を出してみました。局長何か分かったらお願いします。 

 

事務局長（野田健治君）相続に関しましては前にもお話した記憶があるんですけれども、

あくまでも個人の中でのご家族の中での話し合いというのが大原則でございます。

その上でどうしても農地に関してはそのままにしておくと結局遊休化していくと

いう現状があります。その場合、貸借に関しましては相続人の過半の同意があれ

ば第三者に貸付けできることになっておりまして、現にその未相続の農地に関し

ましては議案の中にも出てまいりますけれども、過半の方の同意をもって第三者

に貸借して有効に使ってもらうという形をとっているところでございます。ただ

中にはどうしても相続が進まないという部分もございます。今米田委員が言われ

た中で勧告という話が出てきましたけれども、特にこれからは遊休農地になって
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いった場合には最後は勧告という農地法上の取扱いもできますけれども、勧告し

た最後は中間管理機構に貸し出すとかいうのを法的に強制的にできる、また中に

は遊休化してもう手がつけられない農地に関しては税金を高くしますよという法

律も出てまいります。そうした中である程度罰することで農地を有効利用させる

という形のものが現在国のほうでは考えられているというところでございます。

そうした中でどれだけ集積が高まるのか不明でございますけれども、来年からわ

が農業委員会も新たな制度のもとで農地利用最適化推進員を置いて農地の集積を

進めていくという体制ができることになるわけですけれども、その中で最適化推

進員の役割というのはそういうことでの役割という部分も担っていくということ

で今の制度になっているものと考えますので、その中での対応を進めていかなく

てはならないと思っております。回答になっているかどうかわかりませんが、県

に対する対応につきましては今後要望してまいりたいと思っております。以上で

す。 

 

委  員（米田一典君）それからもう一つ。平成２２年だったか２１年に、相続税なり贈

与税の猶予制度が改正になりました。先程からお話いただいている２０年間やり

ますよとかいう文言が今度は生涯耕作しなさいよというふうに変わったはずです。

ですからそういうふうなことを生涯という字句が出てきますとなかなか移動とい

うことにはならないのかなと。ですのでもう一回その辺の法律上のことを調べて

いただいて、もし集積ということに何らかの障害があるようでしたら何かの機会

をとらえて県なり国なりに提案するよう要望したい。このように思います。 

 

議  長（中野均君）米田委員の質問の中で集積率の話が出まして、国では今、集積率が

落ちているというということで、強制力のある方法でやれないか検討していると

いうことで、それも併せて決まり次第皆さんにお話しして、少しでも集積率が上

がるようにしたいと思っていますのでよろしくお願いいたします。 

 

議  長（中野均君）米田委員、よろしいですか。 

 

委  員（米田一典君）はい。 

 

議  長（中野均君）その他、ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

議  長（中野均君）なしと認めます。お諮りいたします。本件を原案のとおり承認する

ことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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議  長（中野均君）ご異議なしと認めます。よって議案第２１号は承認することに決定

いたしました。 

 

議  長（中野均君）以上で今総会に付議されました議事は全て終了いたしました。これ

をもちまして、平成２８年度第３回十和田市農業委員会総会を閉会いたします。

ありがとうございました。 

 

 

閉会 午後３時０５分  

 


